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結 合 企 業 の 重 層 性
一 団大企業の生産構造 ②一
堀 江 英 一
1問 題
わた しは,前 編では じまる連載論文 で現代 の独 占資 本主 義経 済 を構成 してい
る巨大企業 の生産構造 を今析 す るつ もりである。生産構造全体 の視角 か らの巨
大 企業 の分析はわが 国ではほ とん ど開拓 され てい ない領域 とい ってよい。 レー
二.ソに したが って生産 の集積 を独 占の基礎 にお く研 究者 は,た だ たんに生産 の
集積 を抽象 的に強調す るだけ で,そ れが どんな集積 であ るか とい う問題一 独
占を独 占た らしめ るはずの生 産集積の特殊形態 にはま った くとい って よいほ ど
立 ちい らず,さ らに悪 い ことには,前 言 を忘れ たか の ように金融 とか 財政 とか
の海通側面 からだけ独 占を研究す る。 かれ らは ヒル フ ァーデ ィソグを流通主義
者 と非難 しなが ら,自 分 はヒル フ ァーデ ィソグの道 を歩 んで いる。 また現代企
業 の生産構 造を と りあげ る研究者が あ って も,そ れ はた とえばオ ー トメーシ ョ
ン とか コンビナ ー トとかい ったいわば部分現象 にふ れるだけであ って,そ れ ら
の部分 現象 を巨大企 業の生産 構造 全体 のなか に位置 づけて,生 産 構造 全体 の骨
組 みを分析 する ものではなか った。わが国 では独 占の基礎 と しての生産 の集積
の問題 は,か け声だ けは大 きいが,実 は不 毛の領域 であ っ.たのセある。
わた しは,前 編1)では,現 代 のわが 国を代表 する とわた しが考 えた産業部門
か ら,そ の部 門 を代表 す るとわた しが考 えたい くつ かの巨大 企業 をえ らんで,
そ の生産構造 を類型化 したが,.そこでわた しが類型 皿に一括 した 自動車工業 ・
製 鉄業 ・石油化学工業 な どの巨大企業 の生産構 造が現代独 占資本主義 を特徴 づ
1)拙稿 「巨大企業の生産構造b)一序説」(本誌,第106巻第6号)。
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けそれ を代表 する生産構造 であ ることをしめした。現供独 占資 本主 義 を特 徴づ
けそれを代表 す る生産の集積 とは こうした構造 を もつ生産 の集積 であ る。前編
では,類 型皿に一括 した巨大企業 の生産構造 を 「広義 の コンビナ ー ト」 とよん
だが,こ れか らは これ を結合企業 とよぶ ことにす る。わ たしは,前 編 では,現
実 の企業 その もののなか か ら結合企業 をえらびだ し,本 稿以降 でわた しが 分析
対象 に してゆ く結合企業 をいわば感性的 ・現象的 に確定 しよ うとしたので ある。
だが,前 編 の説 明は,い ま考 える と,多 くの点 で不充分 であ り不 完全であ って
繭 を必要 ・す るが・ い ま動 ・r昌 ・不可能 なので・、これか らはこの不充分
・不完全 な説明 を前提 レて議論 をすすめてゆ くほか ない。
いまいったよ うに,現 代 の巨大 企業 を代 表す るの ほ結合企業 であ り,わ たし
の これ からの分析対 象辱 この結合企業 であ る。 この結合企業 は,さ きに前 編で
み たよ うに,多 くの種類 のちが った工場.をくみ合わぜ て有機 的生 産統 合体 に編
成 した企業 であ り,.こう1..てできあが った有機 的生産統 合体 は工 場か ら編成 さ
れ なが ら工 場 には分解 できない独 自の生産 単位 にな ってい る。現代の巨大企業
に と・ては,値 切 工舞 寵 す る・・ままでのいわゆ る工糖 理 よ りも 多 く
の工場 を尨大 で複雑 をきわめ る有 機的生産 統合体 に どの よ うに編成 し,こ の有
機的生産統 合体 を どのよ うに運営 してゆ くか とい う全体管理 がは るか に重 要 に
な っている。結 合企 業 とは こ うした有機的生産統合体 を経営 してい る巨大 企業
であるが,わ た しは この連載論文 で この有機的生産統合体 の全体 像をあ きらか
にしてゆ くつ も りであ る.。
有機的生産統合体 としての結合 企業 の ことを,ヨ ーロ ッパ では一般 に コンビ
ネ ーシ ョンとよんでい る。 ヒル フ ァーデ ィソグが 『金融資本論』 のなかでい う
コソビネ ーシ ョ.ソ,レーニンが 『帝 国主義論』 のなかでい うコンビネ ーシ ・ン
.は,こ の結 合企業 をさしている。だが,コ ンビネーツ ヨソは カルテル ・コンツ
ェル ン ・トラス トな どの企業合 同,こ こでい う結合企業,わ が国 でアンビナー
トと通称 され'ヒいる地域 的結 合工場 とい ワた,独 占資本主義 のちが った諸特徴





企業が多くの工場をつみ重ねて有機的生産統合体に編成 してゆ く形式一 有機
的生産統合体がみずからを編成している枠組みを説 明した。巨大企業への工場
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わが 国では生産工 程 として相互 に関連す る異種工場 を1つ の地域 に統合pた
結合工場 を コンビナ ー トとよび,石 油化学 工業 の登場(昭 和33年)以来,コ ン
ビナー トについての議論が さかん にな ったが,そ の コンビナ ー トの概念は文字
通 り百 花滄溟の状態 であ る。 日本経済新 聞社 『日本 の コン ビナー ト』(昭和37年)
は コンビナー トのそれ らの定 義を11種類 に整理 してい るがビ,,その定 義は その
後 の10年間に さらに増加 したであ ろ う。角谷登志雄氏 の 「独 占企業 の新結合形
態 としての合弁会社 と現代 日本資本土義」3)と石 田和夫氏 の 『コンビナー トと
労働 の研究』(昭和45年)4)は,コン ビナニ トのそれ らの定義 を,① 独立 した大企
業相互 間の企業 合同説,② それ ぞれ の個別巨大企業 の生産構造 とす る個別 資本
説(2人 は この説をとっている),③わた しが結合工場 とよんだ生産 技術 関連説
2)日 本経済新聞社 『日本 のコ.ソビナー ト』(昭 和37年)17-29ペー ジ。
3)角 谷登志雄 「独 占企業 の新結 合形態 としての合弁会社 と現 代資本主劃(愛 知大学 経営 会計 研
究,第3号,昭 和39年4月)19-25ページ。
4)石 田和 夫 『コンビナー トと労働の研究』(昭 和45年)172-5ペジー。
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の3つ に分類 してい る。 わた しが ここにコン ビナー トの定義 をか かげたのは,
それ らの定義 を分析 してそれ に決着をつけ るた めで はな くて,わ た した ちの 目
の まえにある現実 の コン ビナ ー トについて さえ∫ お互 い に お よ そ論 理次元 の
ちが った企業合 同 ・個別 資本(個 別企業)・結合工場 の立.場か らす る全 くちが っ
た定義 が紛糾 してい るとい う事実 をここで は っきりさせ てお き た い か ら で あ
る。
ロシア語 のKOM6HHaT(コソピナ.一ト)'は英語 のcombination・ドイ ツ語 の
Kombinationと同義語 であ る。 英語 のcombinationは,ShorterOxford
Dictionaryによると,「2つ 以上 の別 々の ものを結 合す る行為」 とい う意味 と
そ の.結.果として 「結合 された状態.」とい う意味が あ り,前者 の意味のcombina・
tionがKoM6HHHpoBaHHeにあた り,後 者 の意味 の.combinationがKoM6HHaT
にあたる。 わた したちは ここで まずわが 国でい うコンビナ ー トが英語 のcom・
bination・ドイ ツ語のKombinationと同義語 であ り,Ko哲6HHaTとcombina・
tion・Koエnbinationとが同 じ意味 の言葉 であ ることを確認 してお きたい。 と
ころが,厄 介な ことには,経 済用 語 としてのcombination・Ko皿binationま
たはKOM6HHaTには,企 業合 同 ・結合企業(個 別企業の特定の生産構造)・結 合
工場 とい う論理 次元 を異 にした3つ の意味 がふ くまれてい る。 コンビナー トに
ついてのわが国 の3通 りの定義 は,い まい ったcombination・Kombination・
KOM6HH軍の3通 りの意味 をそのまま反映 してい るにす ぎない のである。 これ
か らわ たしは コンビネーシ ョンとい う英語 をつか うことにす る。
そ こでわた しはまず,経 済用語 としての コンビネ ーシ ョンが もつ3通 りの意
味が もつ形式的 内容 を確定 して,紛 糾 の交 通整 理 をしたい。
〔1〕7ビ ネーシ ョγの第1義 一 企業合同
パル.グレーヴのDictionaryofPoliticalEconomy,Vol.1(1910)のcombi-
nationの項 によると,コ ソ ビネ ーシ コソは,一 方 では資本 を結 合 してパー ト
ナ ーシ ップとか会社 な どの合資企業 をつ くる ことを さし,他 方 ではす でに存在
す る企業 を結合 してプール ・シンジケ ー ト(ともにカルテルの形態)とか トラス ト
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をつ くることをさして いる.。セ リグマ ンのEncyclopaediaofSocialSciences
Vol.III(1930)にはヴ ィデ ンフ ェル トが 長文 のcombinationの項 目を執筆.して
い るが,そ こでは合資企業 がぬけて,コ ンビネ ーシ ョンは,い ま.まで相互 に競
争 してい た独立の企業 が結合 して,カ ル テル ・コンツ ェル ンを結成 し,ま た1
つの新 しい企業 に.合同す ること(mergerorfusi。n,実質的には トラス ト)を さし
てい る。 こうして コソビネ ーシ ・ソは,一 方 では既存 企業 が カルテル ・コンツ
ェル ン ・トラ.ストに結 合す ることを意味 し,他 方 では結 合 してで きた カル テル
・コンツ7ル ン ・トラス トを意味 している。 そ して結合 してできあが った もの
は,カ ル テル を別 として,同 一資 本系列 に結 合 された企業集団(コ ンツェルン)
であ りまた巨大企業(ト ラス ト)で ある。
コンビネーシ ョンは,ま ず第1に,19世 紀末か ら20世紀初頭 にかけては じま
った独 占資本主義 への企業合同運動 をさす とと もに,そ こで成立 した独 占の諸
形態 をさしてい るのであ る。 ここで述べ た意味 の コソビネ」シ ョンは,コ ン ビ
ネーシ ョンの最 も広い,論 理的 に最 も上位 に位置 す る概 念であ って,さ きにか
かげた コンビナー トについ ての企業合 同説 は この意味の コンビネ ーシ ョンを コ.
ンビナ ー トと通称 され る結合工場 にあてはめ よ う.と考 えているのである。
〔H〕 コン ビネーシ 三ンの第2義 一 結合企業.,
わ たしはいま コン ビネーシ ョンを企業合同一般 として とらえたが,こ の企業
合同 には,同 一生産段 階を担当す る企業(た とえば綿糸紡績企業,ま たは綿糸紡績
企業 と羊毛紡績企業)が水平 的に結合 す る水平的企業合 同(h・・i・・ntalc・具・よbinati…)
と同一生産物 のちが った生産段階 を担当す る企業(た とえば紡績企業と織布企業)
が垂直 的に結 合す る垂 直的企業合同(vex・a正c・mbinati。n)との2つ の 形態が
あ る。 カルテルは もと もとは,同 一種類 の生産物 をつ くる同種企業がそ の生産
物についての市場支配 をめざして結合す るのであ るか ら.原 則 として.水 平 的
企業合同で あるが,コ ンツェル ンと くに トラス トへの企業合 同には水平 的合同
と垂直的合 同が あ り,ど ち らか とい うと垂直的合 同へ の傾斜が つ よい。 独 占資
本主 義成立 の基軸 にな った製鉄業 におけ る企業育 同は垂直 的合同 の典型で あ り,
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正 確 に い え ば 垂 直 的 合 同 を 基 軸 に し た 水 平 的 合 同 で あ る。 垂 直 的 合 同 を ね ら う
トラ ス ト ・コ ン ツ ェ ル ン は,ア メ リ カ や イ ギ リス で と くに 発 展.した が,カ ル テ
ル の 祖 国 と も い わ れ る ドイ ツ で も,カ ル テ ル 規 制 を の が れ て 自 分 の 企 業 を 強 化
す る 方 法 と し て,カ ル テ ル に と っ て か わ っ た と い わ れ る 程 の 急 速 な 発 展 を と げ
た 。 た と え ば 銑 鉄 生 産 企 業 は,石 炭 シ ン ジ ク.一 トの 石 炭 の た か い カ ル テ ル 価 格
の 強 制 を の が れ て 安 い 石 炭 を 確 保 し よ う と し て 石 炭 企 業 と 結 合 し,ま た 石 炭 企
業 は,石 炭 シ ン ジ ケ ー トに よ る 割 当 を の が れ て 生 産 を 増 加 す る た め に 銑 鉄 生 産
企 業 と 結 合 す る 。 こ う し て 垂 直 的 企 業 合 同 が 発 展 し て 支 配 的 地 位 を し め る こ と
に な る と,個 々 の 生 産 物 の 市 場 支 配 を ね ら っ た も と も と の カル テ ル は 垂 直 的 に 「
結 合 し た 企 業 の す べ て の 生 産 物 の 市 場 支 配 を 確 保 す る 総 合 カ ル テ ル(general
cartel.またはMantelkartell)に転 化 す る5)。現 在 の わ が 国 の 日 本 鉄 鋼 連 盟 と か 石
油 化 学 工 業.協会 な ど は 実 質 上 こ の 総 合 カ ル テ ル の 機 能 を果 し て い る とみ て よ か
ろ う 。 企 業 合 同 一 般 の う ち,垂 直 前 企 業 合 同 お よ び そ の 結 果 で き あ が っ た 結 合
企 業 も ま た コ ン ビ ネ ー シ ョ ン と よ ば れ,こ れ が コ ン ビ ネ ー シ ョ ン の 第2の,論
理 次 元 と し て は 中 位 に 位 置 す る 概 念 で あ っ て,ド イ ツ で は さ き のKombina・
tion一 般 お よ び の ち のBetriebskombinationと区 別 し てUnternehmungs・
kombinationとよ ん で い る6)。わ た し は 本 稿 の1で よ ん だ よ う に,こ れ を 結 合
企 業 と よ ぶ こ と に す る が,コ ン ビ ナ ー ト に つ い て の さ き の 個 別 資 本 説 は ほ ぼ こ





は次註 のハイ マソにしたが った。
ゾン・ミル トも,1916年に改 訂 された現行版 『現代 資本主義』 のなか で,Kombinationを実質
上Betriebskombinatbnに限定 してWerkvereinigu㎎とよび,Unternehmungskombination
はKonzentratbnのなかで論 じている(W.Sombart,。肋 ㎜ 礁 隅 β 凡 ψ加 胆5賜π∫.Band
III,ZweiLerHalbband,1955,Kap.50.51)。この結合企業combination41またintさgration
ともいわれ る。 ゾソバ ル トは,1902年の 『現代資本主義 』の初版のなかで,dieko皿binierte
Unt巳rnehmungとい う言葉 をつか ってい るが(BandI.Kap,25の表題).そ れは手 工業職場
を結合 したBetrieb団{ombinationを意 味 してい る。
なお りー フマソは ここでい うUnternehmungskombinaLlonだけをKombinationとよんで
いる(R.Liefmann,(ψ.漉.,SS.38-39〔竹内訳,前 掲書,48-49ページ〕)。


















ハイマ γは， 当時のドイツ製鉄独占を構成し℃いた巨大製鉄企業を diege-







7) H. G. Heymann， Die ge畑町htp.Werke叫 deutschenGrosseisengewerbe-Ez"n Beitrag 
zur K白1-Zentrat同 nder lndustrie， 1904， S.211 なおヒルアァーディソグとレーニンのコソ
ピネ γコソの規定については， r金融資本論， (岩波士庫〕中.32-36ベー タと r帝国主義論』
〔岩波文席)31ベー ジ参照。


























'8) H. G. Heymann， op. cit.， SS. 234-5 
9) T. Vogelst白n，Diefl悶 anzielle0γganisation der kaTitalistischen Indust円ieund die 
Mフnopιlbd"品ng，Aufi. I， 1914 (寺村鉄三山本道雄訳『独占理論の展開j)白第2章.








立の企業に属している場合を指摘している。 だが， かれは， 前者については






定した。わが国で普通っかわれているコ γ ピナートの概念はフリューミ Yのコ
ンビネーショ Y概念からきたものであって， コY ピネ-'/ョン(コンビナ ト〉
の本来の概念からきたものではない。さらにプリユーミ γは，ハイマ y よりも
さらに厳しし結合工場を同一企業に限定した。
プリューミ γ は資本主義社会。コ Y ピ不一 γ ョンをつぎのように規定してい
るo その要点だけを摘記することにしよう一一一
(1) Iコソピナ トの物質的基礎は，コンビナートD構成りなかに包含され Cいる個
々の部門の聞のある種の技術的統一性である」コ




10) H. G. Heymann，噌 ctt.，SS. 212-3 
10 ('10) 第108巻第1号
れうるJ。














属する結合工場であるのに対1--，石油化学コ γ ピナ 十は，前稿でみたように，
それぞれ独立した多〈の企業がコ γ ピナ トを構成している諸工場を経営して
いる。これはわが国にかぎられた現象ではなし世界共通とい 4 てよい傾向で
あって，ここでもプリェーミン的概念はまった〈通用しない。世界でもっとも
古くて最大の石油化学コ Y ピナートであるアメリカのメキγ コ湾岸のガノレフ・
コーストのェチレン配給網をみれば，そのζ とはあきらかであるm
11) 1'. r. BmOMHH， Kanuma.lucm即時間e l(o.u6uuup08aUlle， 1934 (松崎融太郎訳「多角的企
業論J)8および10ペー ジ。 I多角的長主議」は内容からいって誤訳である。
わたしはソ，yェー ト連邦の百科辞典白なかから， KOMUUHaTbl (小百科初版第4巻， 1929年〉
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ガノレフ・コ ストのエチレン配給網



















英語の combina tion .ドイツ語の Kombination .ロ Y ア語の KυM61lHaT








13) なお池田小太郎「海外におけるコソピナートJ (通商産業研究， NO.94，昭和36年)78ペー ジ
参照.


























14) H. G. Heymann. o.ρcit.， SS. 211-2 

























15) レー ニン，前掲書， 31ベーシ。
]6) K. Wiedenfeld. o.ρ cit. S. 664. 




























ブリェーミ γは， まず諸工場の乗直的結合全最も単純な基本的形態〈第 1形
態〉におき， ついでこうした多系列の垂直的結合を共通の原料工場によって 1




























































結合企業の重層性 ( 17) 17 
(3) 組立工業型複線垂直的結合。プリェーミ Y にない類型で，複数のちが
った垂直的結合が，そこからでてくる半製品を lつの完成品に組みたてまた合
成するという形で水平的に結合している。
(4) 総合型複線垂直的結合。プリユーミンの第3段階にあたり，うえに述
へた類型I. IIを総合した類型である。ちがった複数の垂直的結合が同-0)原
料工場と相互間の供給関係によコて 2重・ 3重に水平的に重合した結合様式で
あって，複雑なネヅトりークを構成している。
とれらの結合様式を図示すると，前頁の上うになる。
IV 結合企業の重層性
わたしは，前稿では，そ乙で類型皿に一括したような生産構造をもっ巨大企
業が現代のわが国を特徴づけ代表する巨大企業であり，その巨大企業はたんに
多数の工場を集積しているばかりでなしそれらの工場を結合して 1つの有機
的統合体を編成し，したがって巨大企業の生産構造をなすこの有機的生産統合
体は工場から構成されながら，工場には分解できない現代の生産単位である ζ
とを，現実的に現象論的に説明した。現代の巨大企業の大規模性はなによりも
この生産単位としての有機的生産統合体の巨大性にあるのであって，集積した
工場のたんなる多数性にあるのでないことを説明した。
わたしは，本稿では，前稿であきらかにした有機的生産統合体という現代の
巨大企業の生産単位の形式的な内部構造一一形式的秩序を説明してきたが，そ
れはつぎのような重層的構造をもっていた
(1) 結合企業は，いうまでもなく，多数の工場を経営L，それらの工場か
ら構成されているゆ
(2) 結合企業は，多数のt場の集積から構成きれているばかりでなくて，
一定の合理的秩序をもった有機的統合体である。そしてこうした有機的統合体
に秩序をあたえている新しい構成原理は垂直的結合であり，それはさらに単線
垂直的結合一一原料工場共通型複線垂直的結合 組立工業型複線垂直的結合
18 (18) 第108巻第1号
一一総合型垂直的結合にわかれ，そうしたものとして巨大企業の生産構造の編
成原理になっている。
[3J 結合企業のなかでこうして秩序づけられたよ場の結合は，ある場合に
はそれぞれ地域的に分散した工場の結合という形態をとり，ある場合には 1つ
の場所への地域的結合つまり結合工場という形態をとり，またある場合には結
合工場を部分構成としてふ〈む空間的結合という複雑な形態をとる。最後の複
雑な形態の場合には結合企業の生産構造全体は，工場一一結合工場一一結合企
業という 3重の構造になる。
本稿は結合企業の生産構造がもっこうした重層性の形式を説明してきたのわ
たしは次稿からこれらの形式がもっ技術的・経済的内容を説明することにする。
(1971年 5月脱稿〕
